
市のようす（６月１日現在:

■人口　452,547人　(  + 912)

男　229,911人　　( + 561)

女　222,636人　　( + 351)
■世帯　155,738　　( + 583)

平成元年　4 多　 Ｎ０.709

７／５
毎月５・20日発行

六

月
定

例
市
議
会
は

、
六

月
二

十
三
日

か
ら
六

月
三
十
日

ま
で
の

八
日

間

、

本
会
議
と
委

員
会
を
開
催
し

、
慎
重
に
議
案
の
審

議
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

平

成
元
年

度
松
戸
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
、
小
金
北
中

学
校
校

舎
の
新
築
な
ど

、
十
九
件
が

可
決

・
承
認

・
同

意
さ
れ
ま
し

た
。

六

月
二
十
三
日
か
ら

開
催
さ
れ

た
六

月
定
例
市
議
会
に
は

、
平

成

元

年
度
松
戸
市
下

水
道
事
業

特
別

会

計

補
正

予

算

、
条

例
の

一

部

来
春
開
校
予
定
の
小
金
北
中
学
校
（
模
型
）

平
和
朗
読
劇
こ
の
子
た
ち
の
夏

今
日

の
わ

が
国
の

豊
か
な
国
民

牛
活

は
、
平
和
の
恩

恵
に
よ

る
も

の
で
す
。
こ
の
平
和
を
維
持
す
る

た
め
に

は
、
多
く
の
人

々
の

平
和

夕
守

る
心
が
大
切
に

な
り
ま

す
。

本
市

で
は

、

昭

和
六

十

年
三

月
「
世
界
平
和
都
市
宣
言
」
を
行

い
、
以
来
、
こ
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
平
和
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
財
団
法
人
松
戸
市
文

化
振

興
財
団
と
の
共
催
で

、
劇
団

地
人
会
の
話
題
作

「
こ
の
子
だ
も

の
夏
を
公
演
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
昭
和
二
十
年
八

月
、
広
島
と
長
崎
で

原
爆
投
下

を

受
け
た
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
母

親
た
ち
の
手
記

・
手
紙
・
詩
な
ど

で

構
成
さ
れ
た
朗
読
劇
で

す
。

今
日
の
平

和
の

大
切
さ
を
再

認

識
し

て
い

た
だ
く
た
め
に
企
画
し

た
も
の
で
す

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
日

時
・
六

月
五
日

呈

）
午

後
三

啓

二
十
分

開
場

、
四
時

開
演

▽
会
畢
場
・
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

（
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ

ん
）

マ
費
用
＝
入

場
無
料

マ
定

員
・・・
先
見

、
二
〇
〇

人

マ
申
込
み
・
霖

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
富
語

番
号
・
倥

天

数

（
（

ガ
キ
ー枚
に

二
人

ま
で

）

を
記
入
し
、
〒
二
七
一
松
戸
市

根
本
三
八
七
卜
五
松
戸
市
役
所

総
務
部
庶
務
課
へ

※
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
卜
は
、
七
月

十
一
日

か
ら
市
公
共
施
設
に

置

い
て

あ
り
未

了
。

マ
詳

細
・・
・
総

務
部
庶

務
課
庶
務
係

改
正

、
契
約
の
締
結
な

ど
十

九
件

が
上

程
さ
れ
、
可

決
・
承
認

・
同

意

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議

案
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で

す
。

補

正

予

算

マ
平
成
元
年
度
松
戸
市
下

水
道
事

業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第

一

回
）
＝
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総

額
に
四
億
五

千
四
百

八
十

五
万
円
を
増
額
補
正

条

例

の

一

部

改

正

マ
松

戸
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の

一
部

を
改
正

す
る
条

例
の
制
定

に
つ
い
て
・
＝
公

的
年
金

等
に

係

る
所
得
及

び
株
式
等
に

係
る
譲

渡
所
得
等
に
係

る
保

険
料
の

算

定
の
特
例
を

設
け

る
た
め

マ
松
戸
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す

る
条
例
の

制
定
に
つ
い

て
＝
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域

を
追
加
す
る
た
め

契

約

の

締

結

マ
松
戸
市
立
小

金
北
中
学
校
新
築

工

事
・・
・
小
金

中
学
校
の
過
大
規

模

を
解
消
す

る
た
め

参議院選挙は

７月23日
輝か せたい ／あ なたの １票

▽
松

戸
市

立
小
金
中
学
校
屋

内
体

育
館
増
改
築
工
事
・
・
・
施
設
の
老

朽
化
に
よ

り
運
動
実
技
に
支
障

を
き
た
す
た
め

マ
松
戸
第
一
ー
二
処
理
分
区
幸
田

第

一
号
汚

水
幹

線
工

事
（
そ
の

任
期
満
了
に
よ
る
参
議

院
議
員

通

常
選

挙
が
七
月
二
十
三
日

言

）

に
執
行

さ
れ
ま

す
。

〈
投

票

で

き

る

人

〉

昭
和
四
十
四
年
七
月
二
十
四
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
元
年
四
月

四
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人

マ
詳
細
・
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会

一
）
・
＝
公
共
下
水
道
の
整
備
を

図

る
た
め

マ

松
戸
第
一
処
理
分
区

幸
谷
中

継

ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
・
・
・
公
共
下

水
道
の
整
備
を
図

る
た
め

奉
第
七

回
レ
ン

ガ
の
会
ス
ケ
ッ

チ
展
覧
会
＝
九

日
ま
で

奉
日

芸
書
道

展
＝
十

一
日
～

土
（
日

休

館

日
＝
・
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
・
＝
午
前
十
時
～
午
箜
（
時

″
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化

ホ
ー
ル

。
‘
6
7
－
7
8
1
0

番
）

手数料･保険料･各種税

今
月
の
納
期
は

4。
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
二
期

納
期
限
）
：
七

月

三
十
一
日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
の
土
曜
閉
庁

安全・確実な

口座振替のご利用を

七
月

は
八
日

・
二
十
二
日

が
閉
庁

と
な
り
ま
す

。

市
長
に
宮
間
満
寿
雄
氏
が
当
選

市
民
の
代
表
者
を
決
め

る
市
長

選
挙
と
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

が
、

六
月
十
八
日
、
市
内
九
十
五
ヵ
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
は
、
午
後
七
時
四
十
分
か

ら
運

動
公
園
体
育
館
で

行
わ
れ
、

市
長
に
は
、
宮
間
満
寿
雄
氏
、
市

議
会
議
員
に

は
、
工
藤
鈴
子
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。

宮
間
市
長
は
、
五
期
目
で
今
後
臟

四

年
間
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た

、
市
議
会
議
員
工

藤
氏
の

任
期
は

、
来
年
生

月
二
十
六
日

ま
で
と
な
り

ま
す
。

〈

当

日

有

権

者

数

〉

男
上

五
六
、
八

九
七
人

女
－

三

三

、
九
三

六
人

新市議会議員

工 藤鈴子氏

計
上

三

〇
、
八
三
三
人

〈
投
票

者
数

・
市

長

選
〉

男
エ
（
二
、一
一
八
入

女
－

六
五
、六
四
四
人

計
上

二
七
、
主
（

Ｉ
丁（

〈
投
票

率
・
市

長
選

〉

男
－

三
九
・
五
九
％

女
－

四
二
・
六
四
％

平
均
～
四
一
二

○
％

〈

候
補

者
別

得
票
数

〉

〇
市
長
宮
間
満
寿
雄
氏

七
〇
、〇
二
六
票

鈴
木

庸
夫

氏

二
五
、
五
四
七
票

鈴
木

雄
三

氏

二
二
、
八
七
五
票

沢
問
俊
太
郎
氏

七
、
四

三
七
票

〇
市
議
会
議
員

工

藤

鈴
子
氏

五
七
、
〇
三

八
票

細
山
田

良
三
氏

二
七

、
二
四
二

票

高
橋

忠
氏

一
九
、
五

匸
二
票

嶋
田

邦
成
氏

一
四

、
一
五
〇

票

▽
詳

細
・
＝
市
選
挙
管
理

委
員
会

｢市民のために、ともにがんばろう」初登庁時

に、市職員に決意を述べる宮問市長　　　　　

｜

¨滲 こT)ど
編集・発行＝松戸市役所広聴部広報課
〒271 松戸市根本387番地の5　55(66)1川 番

囗
は
前
月
比

６月定例市議会終わる

小金北中学校新築など19議案を可決承認

市
議
会
議
員
に
は
工
藤
鈴
子
氏

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７月

松戸駅市民ギャラリー

７月15日まで ７月15日～29日

月曜

スケッチ展

露松院

書道展

翠書道会

書作展

アトリェ

こたにの会

絵画展

期　間

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

世
界
平
和
都
市
宣
言
記
念
公
演
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生
ゴ
ミ
処
理
器
購
入

夏休み青少年教室

教室名(対象・定員) 日　　　 時 教 材 費 講　　　 師 会場

卓　 球　 教　 室

(小 ３以上 ・30人)

7/21( 金)

22(土)

26(水)

28(金)

29(土)

８／２( 水)

４( 金)

５(土)

午前

９時30分

S

11時30 分

1,500円
松戸市卓 球協会

五十嵐一郎氏

青

少

年

会

館

革 手 芸 教 室

(小 ３以上 ・25人)
2,000円

レザークラフトサンダート村元真里 子氏

作 曲 教 室

(小 ４以上 ・25人)
1,500円

日 本作曲 家協会

佐藤　 亘弘氏

ミニバスケツト 教室

(小３ 以上・30人)

午後３ 時

～５ 時
500円
松戸市ﾊﾞｽｹｯﾄB協会

松田 充彦 氏

パンフラワー教室

(小３以 上 ・25人)
午後1 時

Ｓ

３時

2,200円
日本パンフラワー協会

久保村干 枝氏

す み え 教 室

(/JX3 以 上 ・25人)
1,000円

丹 青 会

山本博子氏

バドミ ント ン 教室

(小３ 以上 ・30人)

松戸市ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ協会

糠谷よし 子氏

手 品 教 室

(小３ 以上 ・25人)

7/21～30、

8/4 ～13
の毎週 金・

日 曜日

午前

９時30分

S

11時30分

2,200円
日本奇術会･松戸奇術会

岩田や すし 氏

E〉申 込み…７月６日( 木)～20日( 木)の問に、 教材費を持参し て、 直接青少

年 会館へ(先 着順) ※７月10 日(月) ・17日( 月) は休館で す。

を
交
付
し
ま
す

ゴ
ミ
減
量
に
効
果
が
あ
る
「
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
」
の
購

入
に
、
市
か
ら
補
助
金
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

容
器
の
購
入
は
、
直
接
、
取
扱
店
に
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

市
で
は
、
台
所
か
ら
出

る
生
ゴ

ミ
を
堆

肥
化
さ
せ

る
「
生

ゴ
ミ

処

理
容
器
」
　（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
を

購

入
す
る
家
庭
に
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
は
、
土
の

中

の
微
生
物
の
活
動
か
利
用
し
て
、

生
ゴ
ミ
を
分
解
し
、
ゴ
ミ
の
量
を

減
ら
し
た
り
、
堆
肥
化
さ
せ

る
容

器
の

こ
と
で

、
地
中
に
埋
め
込
む

方
式
の
埋
め

込
み
型
と
、
地
面
に

置
く
だ
け
の

据
え
置
き
型
が
あ
り

水
子

。
ゴ
ミ
の

埋
立
処
分
場
の
確
保

が

難
し
い
現

在
、
ゴ
ミ
減
量
は
、

重

要

な
課
題
と

な
っ
て

い
ま
す
。

容
器
を
設
置
で

き
石
庭

宅

地
）

出 張 教 室

教室名(対象・定員) 日　　　 時 教 材 費 講　　　 師 会場

パンフ ラワー教 室

(小３以上 ・25人)
7/25～8/10

の毎 週火 ・

木　曜　日

午 前

９時30 分

S

11時30 分

1,700 円

日本ﾊﾟﾝﾌﾗﾜｰ 協会

久保村干枝氏
IR

Vク ッ キ ー 教 室

(小４以上 ・25人)

お菓子のアトリエ

植本愉利子氏

じ>申込 み…７月 ８日( 土) ・９日(日) 、午前９時～ 午後４ 時の 間に、教材費

を 持参し て、直接稔台 市民センタ ーへ( 先着順)

E〉対象…市内在住・在学の初心者

|〉詳細…青少年会館S44-8556 番

の
あ
る
大
は
利
用
し
、
ゴ
ミ

減
量

に
ご
協
力
下
さ
い
。

マ
補
助
額
・
・・
容
器

一
基
に
つ
い
て

三

予
円

（
一
世
帯
二
基
ま
で
）

マ
対
象
・
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

東
平
成
元

年
四
月
一
日
以
後
に
容

器
を
購
入
し
、
設
置
し
た
人
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

マ
購

入
方
法
＝
・
取
扱
店
が
補
助
金

交

付
申
請
書
類
の
取
り
次
ぎ
を

し

ま
す
。
直
接
下
表
の
取
扱
店

に

申
し

込
ん
で
下

さ
い
。

マ

詳
細
・
＝
清
掃
第
一
課
業
務
係

市 内 取 扱 店 名 と価 格

取 扱 店
製 造 元

商 品 名

容 量

サイズ(直径･高さ)

販　売　価　 格

（　 ）内は 消費税

型 式

材 質

村 田 建 材 ㈱

松飛台325

S88-1886

マ ロ ン 化 成 ㈱

コンポエー ス100P

ﾉﾉ　　130  P

ﾉﾉ　　180P

扣O収56m ・ 72m)

130a(59cm ・ 82cm)

180a(67cm ・89m)

脱臭 発酵促進剤１本付

4,300 円(129 円)

4,600 円(138 円)

5,800 円(ワ4 円)

据え 置き 型

ポリエテレン

松戸 市 農 業 協同 組 合

経 済センタ ー

馬橋1939- 1

B41  -5151

( 各支店でも可)

千 葉小 金農業協同 組合

小金きよしヶ 丘1-ﾌｰ3

≪41-4151

(新松戸販売所も 可)

東 洋 テ ル ミ ー ㈱

コンポスタ ー130型

コンポスタ ー190型

130&(60cm ・66cm)

190 収72m ・71Cm）

不快 害虫駆除剤２個

脱臭 発酵促進剤１本

取り扱い説明書付

5,000円( 巧O円)

5,200円( 怖6円)

㈲ 江 戸 川 サ ー ビ ス

新松戸南2-144

S45-1355

㈱ 中 部 オ リ オ ン

トラッシユメイト 65(40XI ・ 50cm)

脱臭浄化促進剤１本付

9,000 円(内 税)

埋め込 み型

ガラス繊 維

強 化 樹 脂

※販売価格から市補助金3,000 円を 引いた金額で購入できます。

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い

が
対
象
）

テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は

な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン

」

昔
6
3－

９
９
９
９
番

一

二
十
日

十

九
日

十
四
日

十
三
日

十
二
日
七
日

七

月
　

六
日

期
　
　

日

五

香
市

民

セ
ン

タ

ー

図
　

書
　

館
　

本
　

館

馬
橋
東
市
民
セ
ン

タ
ー

六

実

市

民

セ

ン

タ

ー

図
　

書
　

館
　

本
　

館

矢

切

公

民

館

小

金

市

民

セ

ン

タ

ー

会
　
　
　
　

場

午

後

三

時

～

四

時

時
　
　
　
　

間

※
定
員
に

な
っ
た

場
合
は
入

場
を
お
断

り
し

ま
す
。

マ
詳
細
・
・・
市
立
図
書
館
四
6
5
1
5
1
1
5

番

明日の 親のための 学級

l〉日時…７月11 日 ・18 日・25 日

の 各火曜日( 全 ３回) 、午後６

時30 分～ ９時

l〉会場…市民会館

【〉内容…｢ 若い二 人のための妊

娠から出産､ 育 児のポイント｣

｢幸福な家庭づくり｣ ほ か

C〉講師…日本保育協会・川合月

海氏、女優・西宮小夜子氏

C〉費用…無料

C〉定員…20 人( カップル歓迎)

E〉申込み…電話で社会教育課青

少年婦人係へ

16气映写機操作技術講習会

l〉日時…7 月25 日(火)･27 日( 木)、

午前９時30 分～午後５時

I》会場…青 少年会館

E〉対象…16 歳以上の市民

l〉定員…各25 人( 応募多数の場

合は抽選)

l〉費用…無料

t〉申込み… ７月14 日(金) までに

往復ハガ キに希望日・住所・

氏名・年齢・電話番号を明記

して、〒271 松戸 市根本387

一 ５松戸市教育委員会社会教

育課市民文化係へ

青少 年キャ ンプ大会

1〉期日…８月18 日( 金) ～20 日

(日)

【〉場所…栃木県民の森キャンプ

場( 栃 木県矢板市)

l〉対象…中学生先着90 人

【〉費用…10,000 円

【〉申込み…７月29 日(土) までに

松戸市青少年相談員連絡協議

会事務局( こ ども課内) へ 電

話予約。８月４日(金) までに

参加費持参の上申し込んで下

さい。

【〉詳細…こども課育成係

し
尿
の
く
み
と
り
・
取
り
消
し
に
は

人

頭

制

と

従

量

制

マ
人
頭
制
上

般
家
庭
の
便
槽
や

一
世
帯
一
便
槽
の
ア

パ
ー
ト
な

ど
が
対
象

マ
従
量
制
・
会
社
や
工
場
、
共
同

便
槽
の

ア
パ

ー
ト
な
ど
不
特
定

多
数
が
使
用
す
る
場
合
。
ま
た
、

簡
易
水
洗
式
便
槽
な
ど
水
を
使

用
す
る
ト
イ
レ
や
一
回
だ
け
く

み
と
り

を
す
る
場
合
も
対
象

新

規

・
変

更
・
取

り

消

し

▽
新
規
・
＝
転
入
等
に
伴
う
新
規
く

み

と
り
や
、
工
事
現
場
な
ど
の

仮
設
ト
イ
レ
で
、
新
た
に
く
み

と
り
を
始
め
た
場
合

マ
変
更
＝
・
市
内
転
居
、
世
帯
人

員

の

増
減
（
出
生
・
死
亡
・
転
出

入
な
ど
）
や
申
請

名
義
人
の

変

更
な
ど

▽
取
消
・
＝
転
出
、
下

水
道
や
し
尿

浄
化

槽
へ
の
切
り
替
え
な
ど

マ
申
請
先
・
＝
市
民

課
、
各
支
所
、

清
掃
第
二

課

来
住
所
異

動
や
人

員
異

動
は
、
住

民
登
録
の
届
け

出
と

は
別
で

す
。

作

業

用

記

録

力
－

ド

は

見

や

す

い

場

所

ヘ

マ
人
頭
制
＝
・
作
業
の

実
施
状
況
を

確
認
す

る
た
め
の

も
の
で

す
の

で
、
カ
ー
ド
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
に
入
れ
、
作
業
員
が
押
印
し

や
す
い
と
こ
ろ
に

お
い
て
下

さ

い
（
年
度
末

に
回
収
）
。

マ
従
量
制
＝
・
く
み
と
り

作
業
の

実

施
に
立
ち
会
い
、
量

を
確
認
の

う

え
、
作
業
伝
票
に
確

認
印
を

必
ず
申
請
を

押
し
て
下
さ
い

。

手

数

料

は

納

期

限

内

に

マ
人

頭
制
＝
・
平
成
元

年
度
し
尿

処

理
手

数
料
納
入
通
知
書
を
、
五

月
中
旬
に

送
付
し
ま
し
た
。
納

期
限
内
に
市
内
金
融
機

関
（
郵

便
局
を
除
く
）
、
市
役
所
・
支
所

で

納
入
し
て

下

さ
い
。

マ
従
量
制
＝
・
納
入

通
知
書
は

、
作

業
月
の
翌
月
に

送
付
し

、
そ

の

、

月
の
末
が
納
期
限
で
す
。

※
手
数
料
の
納
入
は

安
全
・
確

実

な
口
座
振
替
を

ご
利
用
下

さ
い
。

マ
詳
細
・
＝
清
掃
第
二

課
料
金
係

ご
存
じ
で
す
か

住
宅

建
設
資
金
利
子

補
給
制

度

と
は
、
市
民
の
持
ち

家
（
増
改

築

や
マ
ン
シ

ョ
ン
・
中

古
住
宅
の

購

入
を
含
む
）
の
促
進

を
図
る
た
め

に
、
住
宅
金
融
公
庫
か
ら

建
設
資

金
の
融
資
を
受
け
、

さ
ら
に
住
宅

金
融
公
庫
の
業
務
を
取
り
扱

っ
て

い

る
市
内
の
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
た
場
合
に

、
金

融
機
関
の

融
資
金
利
に
つ
い
て
、
公
庫
の

融

資
金
利
と
の
差

（
三
％
以
内

）
を

五
年
間
補
給

（
補
助
）
す

る
も
の

で

す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
下

さ
い

。

や
年
収
が
六
百
万
円
以
下
の
人
に

限
り
ま
す
。

マ

詳
細
・・
・
住
宅
課
公
営
住
宅

係

補助金

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

コ
ン
ポ
ス
ト
に

据 え置き型埋め込み型



市民の健康を守る

健康推進員47人を委嘱

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
き
、
若
い
お
母
さ

ん
た
ち
は
不
安
に
な
る
も
の
で
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
出
産
の
こ

と
、
育
児
の
こ
と
な
ど
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
の
が
健
康
推
進
員
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
健
康
に
つ
い
て
お
困

り
の
と
き
は
、
お
近
く
の
健
康
推
進
員
へ

ど
う
ぞ
。

平

成
元

年
四

月
、
健
康
推
進
員

四
十
七
人

が
市

長
か
ら

委
嘱
を
受

け
ま
し
た

。
町

会
・
自
治
会
の
推

薦
か
受

け

、
新
た
に

委
嘱
さ
れ
た

も
の
で

、
す
で
に
活
躍

中
の

推
進

員
と

合
わ
せ

、
二
百
七

人
と
な
り

ま

す
。

健
康
推

進
員

は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で

各
家
庭
を
訪
問

し
、
各

種
健
康

診
査
の
案
内
や
、

母
親
学
級

、
育
児

相
談
、
成
人
病

予
防
の
た
め
の
健

康
教
室
の
案
内

な
ど

、
市
民
の
皆

さ
ん
と

行
政
を

つ

な
ぐ
パ
イ

プ
役
と
し
て

活
躍
し

て
い
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て

知
り
た
い

時
、

お
困
り
の
時
は

、
お
近
ぐ
の

推
進

員
に
声
を
か
け
て
下

さ
い

。

マ
詳

細
・
・
健

康

管
理

課
保
健

計
画

係
〔
松
戸
方
面
〕
岡
田

信
子

、
荒
井

照
子
、
新
保
ち
い
子

、
井
原

ト
ミ

子
、
中
村
永
子
、
千
葉
祥
子

、
小

久
井
悦
子
。
福
田
美
奈
子

、
大
多

美
保
子
、
倉
又
陽
子
、
北
川
敬

子
、

離乳食教室のお手伝いをする健康推進員( 若いお母さんたちの

相談相手です)

池
田
妙
子
、
富
森
久
美
子

、
松
丸

ツ
ル
子
、
有
浦
敬
子
、
森
弥
栄
子

、

大
場
絹
子
、
宇
梶
京
子
、
箭
内
美

祢
子
、
村
松
あ
つ
子
、
伊
東

一
子

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な

ご
寄
附

（
昭
和
六
十
三
年
十
月

一
日
～
平
成
元
年
三
月
末
日
）

を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご

ざ
い

ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
は
、
趣

旨
に
そ
っ
て
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マ
福
祉
関
係
へ

＝
・
セ
イ
コ

ー
電

子
工
業
支
部

高
塚
分
会
、
鈴
木

義
昭
、
横
谷
惠
美
子
、
サ
ニ
ー
レ

ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
（
株
）
ナ

コ
ス
馬

橋
店
、
す
み

れ
会
、

菰
田
信
美
、
中
川
輝
美
、
浄

安
寺
た
ち
ば
な
会
、
岡
茂

雄
、
松
戸
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
、

居
酒
屋
ち
く
ま
、
松
戸
み
ど
り

幼
稚
園
、
久
本
禮
三
、
渡
辺
隆

夫
・
和
田

光
子
・
井
上
恵
美
子

・
松
岡
陽
子
、
松
戸
名
人
会
、

松
戸
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合
婦

人

部
、
杉
浦
正
八
、
松
戸
東
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
土
建
産
業

千
葉
支
部
、
お
菓
子
の
会
、
吉

岡
誠
四

郎
、
柿
ノ
木
台
小
学
校

父
母
と
教
師
の
会
、
（
社
百

本

シ
ェ
パ
ー
ド
犬
登
録
協
会
、
松

〔
小

金
方
面
〕
野
尻

キ
ミ
子
、
越

智
か
つ
子

、
田
島

き
み

、
杉
浦
房

子

、
下
田

麗
子
、
海
老
原
芳
枝
、

小
林
豊
子

、
清
水
利

子
、
佐
藤
は

戸
市
八
柱

市
民
セ
ン

タ
ー
開
所
祝

賀
会
実

行
委
員
会

、
み

ど
り
ダ
ン

ス
ス

ポ
ー
ツ

ク
ラ

ブ
、
Ｊ
Ｒ

松
戸

駅
、
松
戸

中
央
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、

中
央

若
杉
会
と

き
わ
平
支
部
、

松
戸
市
立
寒
風
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

、

東
葛
石

油
（
株
）
、
日

本
盆
栽
協
会

松
戸
支

部
・
日
本
皐

月
協
会
松
戸

支
部

、
萩
原

幸
雄

、
牧
豊
、
勤
労

者

ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル

、
木
島
ト
ヨ
、

京
葉
瓦
斯
（
株
）
松
戸

支
社
、
藤
防

る
江

、
木
村
千
恵
子

、
小
林
千
砂

子
、
鈴

木
良
子

、
小
栗

数
恵

、
五

ノ
井
静
子
、
杉
本
寿
美
、

原
田

静
、

伊
藤

悦
子
〔
常
盤
平
方
面
〕
野
元

老

澤
工
務
店
・
海

進
会
、
木

村
昭

二
、
日

本
電
信

電
話
（
株
）
松
戸

電

報
電

話
局

、
松
戸
医

師
会
常
盤

平

地
区
ゴ
ル
フ
同
好
会
、
松
戸
地
区

同
盟

、
松
戸
市
傷
痍
軍
人
会
、
全

電

通
松
戸
分
会
青

年
会

議
・
婦
人

会

議
、
染
谷
友
和

、
三

間
信
春

、
調

和
の
と
れ
た

助
け

合
、
秋
葉

澄
夫

税
理
士
事
務
所

、
シ
ャ
ト
レ

ー
ゼ
。

（
有
）
ト
ミ

ー
、
佐
藤

政
子
、
松
戸

堕

回
果
物
商
業
協

同
組
合
、
上

国

寄

附

あ

り

が

と

う

水

工

業
（
株

）
、
松

戸

茶

道

会

、（

社

）

千

葉

県

宅

地

建
物

取

引

業

協

会

松

戸

支

部

、
松

戸

市

職

員

蘭

友

会

、

松

戸

ミ

ド
ル

リ

ー

グ
軟

式

野

球

連

盟

、

佐

々

木

茂

弘

、
平

林

看

護

婦

家

政

婦

紹

介

所
、

松

戸

競

輪

労

働

組
合
、
け
や
き
庵
、
大
葉
茂
、
銚

子

商

工

信

用

組

合

信

友

会

、
楢

原

建

設
（
株

）
・
楢

原

建

設
功

友

会

、

建

設

振

興

協

議

会

、
根

本

千

代

子

、

肉
の
丸
正
、
馬
場
計
子
、
（
株
）
海

興

業
（
株

）
、
（
株

）
浅

野

工

務

店

、

大

橋

千

代

子

、

大

竹

興
業

、

北

九

州
建
設
（
株
）
、
カ
ト
リ
ッ
ク
松
戸

教
会
、
一
月
寺
、
六
実
つ
り
鐘
会
、

久

本

誠

二

、（
株

）
ク
ロ
ー

バ

ー
、（
株

）

山

野

辺

建

設

・
山

野

辺

建
設

協

力

会

一
同

、

仁

王

会

、

高
塚

新

田

老

人

ク

ラ

ブ

ア

リ

ノ

実

会

、
大

川

洸

、

柳

澤

善

治

、

池

田

靖

子

、

増

田

禎

子

、

齊

藤

孝

作

、

第

一
松

矢

会

・

第

二

松

矢

会

、

馬

橋

地

区

子

ど

も

敏
子

、
田

中
美
知
子
、
神
代
冨
美

子

、
能
登
原

幸
子

、
小
川

順
子
、

高
橋
外
志
江

、
野
澤
小
夜
子
、
周

藤
潤

枝
、
高
橋
明
子
（
敬
称
陷
）

会

育

成

会

連

絡

協

議

会

、

小

林

正

雄
、
広
瀬
實
、
（
株
千
葉
三
越
百

貨

店

、

榎

本

清

次

郎

、

土

曜

ク

ラ

ブ

、

藤

岡

ヒ

サ

子

、
（
有

）
東

葛

鳥

獣

店

、

大

井

川

晴
夫

、

角
町

長

寿

会
第
一
第
二
、
丸
山
冨
司
雄
、

加

藤

モ

ト

ほ

か

匿

名

一

件

マ

教

育

関

係

へ

・
・
右

川

一

雄

、
京

セ

ラ

（
株

）
、

岩

佐

敏

雄

、
恩

田

兼

男

、

酒

巻

て

る

、
（
株

）
千

葉

銀

行

▽

そ

の

他
・
・・
荒

木

筆

義

、
東

京

電

力
（
株

）

千

葉

支

部

、

八

柱

市

民

セ

ン

タ

ー

を

作

る

会

、

太

田

原

栄

、
湯

浅

賢

司

、
（
株

百

本

長

期

信

用

銀

行

、

京
葉
セ
ン
タ
ー
株
）
、
（
有
）
相
馬

小

金

原

サ

イ

ク

ル

、
ニ
チ

モ
（
株

）
、

松

戸

ユ

ー

カ

リ

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

・

松

戸

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク
ラ

ブ

、

松

戸

公

産
（
株

）
、

松

戸

建

設

事

務

所

協

会

、
（
株

）
富

士

銀

行

松

戸

支

店

・

安
田

火

災

海

上

保

険
（
株

）
松

戸

支

社

・

安

田

生

命

保

険
（
相

）
松

戸

支

社

・

安

田

信

託

銀

行
（
株

）
柏

支
店
、
松
戸
交
通
安
全
母
の
会
、

松

戸

市

安

全

都

市

協

議

会

交

通

安

全
部

会
（
順

不

同

、

敬

称

略

）

▽
詳

細
・
＝
総

務

部

庶

務

課

庶

務

係

先
生
の
た
め
の

お
は
な
し
教
育
集
中

講
座

マ
日

時
Ｅ

七
月
二
十
九
日
（
土

）
午

前
十
時
～
午
後
四
時

マ

会
場
三

財
）
松
戸
市
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
所

（
新
松
戸

南
一
〒

二
）

マ

対
象
・
＝
保
母
、
学
校
の
先
生
、

公

民
館
・
児
童
館
・
学
童
保
育

所
の

指
導
員
、
保
育
・
教
育
を

専
門
と
し
て
い

る
人

マ

費
用
・
三

千
円
、
そ
の
ほ
か
テ

キ
ス

ト
代
九
百
一
円

市民会館プラネタリウム夏休みの投映自然と友達

親子ファミリーキャンプ

平成２年度使用の

中学校教科書の展示会

期日 曜日 投 映 時 間

7/22(±)
S

8/27旧）

の 水・
木･ 土･

日曜日

水

木
-

午 後１時

30分 から

午後３時

30分から

土

日

午前10時

から

午後１ 時

30分 から

午後３時

30分から

I〉期 日…①７月24 日( 月)～25 日

(火) ②8 月23日(水)～24 日(木)

※各１泊２日、千葉市内出発

l〉場所…群馬県菅沼 キャンプ場

l〉対象…小学生と保護者

l〉定員…先着200 人

r〉費用…１人19,800 円( バ ス代

を含む)

D・申込み…電話で、生涯学習フ

ェスティバル実行委員会千葉

県事務局S0472 一23-4161 番

E〉日時…①７月６日(木) ～11 日

( 火) 〔10 日( 月)を 除く〕②７

月10 日(日) ま で、いずれも午

前９時～午後４時

レ会場…①柏市中央公民館②相

模台小学校

卜 詳細…県教育庁東葛飾地方出

張所管 理課登61-2111 内 線

215 番

マ
内
容
・
・
絵
本
の
見
せ
方
語
り
方
、

短
い

お
は

な
し

の
語
り
方
、
合

課
教
育
の
た
め

の
紙
芝
居
・
人

形
劇
な
ど
お
は
な
し
資
材
の
生

か
し
方
、
人
形

劇
の
実
演
見
学
、

参
加
者
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
定

員
上

下

人

マ
申
込
み

土

器

で

、
（
財
）
松
戸

市

お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

≪
4
4

－
3
0
3
7

番
へ

（
火
～
土
曜

日
の
午
前
九
時
～

午
後
五

時
）

【〉費用…3 歳～中学生30 円､ 高校生以上50 円

10／８( 日)は 臨時休館

館内非常用発電機関係の点検整備のため

10月 ８日(日) は臨時休館 となります。

※プラネタリウムも休みです。

E〉詳細…市民会館S68-1237 番

洗剤は石けんなど

無リンのものを使おう

監
査
結
果
の
公
表

昭
和
六
十
三
年
度
の
定
期

監
査

及
び
随
時
監
査
（
工
事
監
査

）
結

果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公

表
し

ま
す
。

平
成
元
年
六
月
二
十
三
日

松
戸
市
監
査
委
員

高
田

守

原
島

康
廣

松
井

貞
衞

池
田

清

記

〔
定
期
監
査
〕

○
監
査
対
象
機
関
＝

環
境
保
全
部
、

清
掃

部
、
収
入
役
室
、
選
挙
管

理

委
員
会

事
務
局

、
市
民
部
、

建
築
部

、
公

園
緑
地

部
、
土

木

部
、
下
水
道

部
、
消

防
局

○

監
査

対
象
事
項
＝
配
当

予
算
の

執
行

状
況

、
委
託
料
の

事
務
処

理
状
況

、
財
産
・

備
品
の

維
持

管
理
状
況

（
共
通
事
項
）

、
雑

草
等
の
除
去

状
況
、
し
尿

浄
化

槽
の
設
置
及
び
指
導
状
況
（
生

活
環
詭
課
）
、
公
害
苦
情
と
処

理
状
況

、
公
害
発
生
源
の
規

制
、

指
導
状
況

（
公

害
課
）
、
廃
棄

物
の
収
集

運
搬

処
分
の

状
況

、

ご
み
再
資
源
化
の
促
進
状
況
（
清

掃
第

一
課
）

、
し
尿

処
理
手
数

料
の
賦
課
調
定
及

び
収
納
状
況

（
清
掃
第
二

課
）

、
最
終
処
分

場
の
維
持
管
理

状
況

（
施
設
課

・
日
暮

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
）
、

諸
燃
料
及
び
薬

剤
の

受
払
状
況

六
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
・
東
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
・
日

暮
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
士

、
市
収
入

証

紙
の

出
納
保
管
状
況

、
有
価

証

券
の

保
管
状
況
（
収
入

役
室
）
、

住
民
実
態
調
査
の
状
況

（
市
民

部
庶
務
課
・
市
民

課
・
各
支

所
）
、

公
金
取
扱
の
状
況

、
証
紙
の

受

払
状
況
、
国
民
健
康
保
険
給
付

金
の
受
付
状
況

吊

民

課
・

各

支
所
）
、
交
通
安
全
施
設
整

備

事
業
実
施
状
況

、
財
政
的
援

助

に

係
わ

る
事
務
処
理
状
況

（
安

全
課
）
、
市
民
会
館
等
の
利
用

状
況
吊

民
会
館

・
各
支
所
）
、

市
営
住
宅
の
管
理
状
況
、
工

事

及

び
資
材
の
入
札
並
び
に
契
約

状
況

（
住

宅
課
）
、
建
築
物
等

の

設
計
図

書
の
作
成
及
び
委
託

状
況

（
建

築
課
）
、
屋
外
公
告

物
法
に
基
づ
く
一
連
の
事
務
処

理
状
況

、
違
反
建
築
物
の
現
地

確
認
及
び
是
正
処
理
状
況
（
建

築
指
導
課
）
、
工

事
及
び
資
材

の
入
札

並
び
に
契
約
状
況
、
公

園
及

び
街

路
樹
等
の

維
持
管
理

状
況

（
公

園
緑
地
課
）
、
白
井

聖
地
公

園
及
び
総
合
公
園
の
進

捗
状
況

（
白
井
聖
地
公

園
課
・

総
合
公
園
建
設
事
務
所
）
、
工

事
及

び
資
材
の
入
札

並
び
に
契

約
状
況

、
未

登
記
市
道
路
の
調

査
及

び
登

記
事
務
状
況

、
道
路

及

び
準
用
河
川
の

占
用

事
務
状

況
（
土
木

部
管
理
課
）
、
市
道

及

び
側
溝
の

清
掃
状
況

（
道
路

課
）
、
水
路
の

新
設
及

び
維
持

管
理
状
況

（
治

水
計
画

課
）
、

工

事
及

び
資
材
の
入

札
並
び
に

契
約
状
況

、
下
水

道
受
益
者
負

担
金
及

び
使
用
料
の

収
納
状
況

（
計
画
業
務
課
）

、
下

水
道
の

新
設
及

び
維
持
管
理

状
況

（
施

設
課
・
工
務
課
）

、
証
紙
の

受

払
状
況
、
予
防
査
察
の
状
況
、

火
災
・
救
急
及

び
そ
の

他
の

災

害
出
動
の
状
況
、
財
政

的
援
助

に

係
わ
る
事
務
処
理

状
況

（
消

防
局
）

Ｏ

監
査
の
期
間
＝
昭
和
六
十
四

年

一
月
七
日
～
平
成
元

年
三

月
二

十
八

日

○
監
査
の
結
果
＝
監
査
の
結
果
は

、

お
お
む
ね
適
切
と
認
め
ら
れ

た
。

〔
随
時
監
査
（
工
事
監
査
）
〕

○
監
査
対
象
工
事

出
松
戸
第
６
処
理
分
区
汚
水
枝

線
工
事

（
そ
の
２
）

恋
久
保
平
賀

（
柳
田
）
道
路
整

備
工
事

○
監
査
対
象
事
項
＝
設
計
基
準
の

状
況
、
設
計
図
書
等
の
適
否
、

設
計
見
積
の
適
否
、
施
工
計
画

の

状
況
、
工

事
の
施
工
状
況
、

各
種
検
査
の

状
況

○
監
査
の
期
日

平
成
元

年
三

月
二
日

○
監
査
の
結
果
＝
設
計
・
施
工
等

監
査
対
象
事
項
に

か
か
お
る
監

査
結
果
は
、
お
お
む
ね
適
切
で

あ
り
、
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項

は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

懲
ふ
工
事
監
査
は
、
工
事
の
技
術

的
観
点
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

た
め
、
社
団
法
人
・
日
本
技
術

土
会
に
専
門
技
術
士
の
派
遣
を

依
頼
し
て
、
設
計
図
書
等
の
審

査
及
び
現
場
の
実
地
調
査
を
行

っ
た
。

な
お
、
監
査
委
員
の
原
島
康
膺

は
、
清
掃
第
二
課
の
定
期
監
査

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第

一
九
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
除
斥
し
、
監
査
を
執
行
し
た
。

｜

ｍａ 滲こT)ど 平成元年７月５日



ａ 滲こT)どｍ
－ ･ I －ｍａ 滲Ｄど

私も国民年金に加入しています

国
民
年
金
は

、
皆
さ
ん
の

老
後

の
暮
ら
し

を
支
え

る
公
的

年
金

制

度
で
、
加
入

者
の

皆
さ
ん
の

保
険

料
と
国
の
負
担
金
で

賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

働
け
る
世
代

が
保
険
料
を
出
し

合
い
、
お
年
寄
り
の
世
代
の

生
活

安

定
を
図

っ
て
い
ま
す
。

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
と
言

え
る
制
度
で
す

。

現
在
、
保
険
料
は
月
額
八
千
円

で

す
。

働
け

る
う
ち
に
、
老
後
の

備
え

を
万
全
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま

た
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い

る
と
、
け
が
や
病
気
で
身

体
障

害
者
に

な
っ
た
と
き
、
一
家
の
働

き
手

を
失
っ
た
と
き
な
ど

、
い

ざ

と
い

う
と
き
に
も
、
生
活
に
困
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
第
何
号

被
保
険
者
で
す
か
？

昭
和
六
十

一
年
四
月
に

、
国
民

年
金
に
加
入
し

な
け
れ

ば
い
け

な

い
人

（
強
制
加
入

者
）
の
範
囲

が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

。

そ
れ
ま
で
適
用

合

作
外

さ
れ
て

い
た
、
厚

生
年
金
の

被
保
険
者
（
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ
Ｌ
な
ど
）
と

共

済
組
合
の

組
合
員
、
そ
し
て
そ
の

配
偶

者
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の

結
果
、
原
則
と
し
て
日
本

国
内
に

住
む
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未

満
の

す

べ
て

の
人
が
加
入
す

る
年
金
制
度
に
な
り
ま
し
た

。

国民年金に必ず加入しなければならない人

別表１

第１号

被保険者

農業・自営業などの給与所得者でな

い人、勤め先に年金制度がない人、

無職の人

第２号

被保険者

会社・官公庁に勤めていて、勤め先

で厚生年金保険・共済組合に加入し

ている人

第３号

被保険者

厚生年金保険・共済組合に加入して

いる配偶者（夫または妻）の扶養に

なっている人

た

だ
し

、
学
生
や
海
外
に
居
住

す

る
日

本
人

な
ど
一
部
の
人
は
、

本
人
の

希
望
に

よ
っ
て

加
入
で

き

る
任

意
加
入
と

な
っ
て

い
ま
す
。

学
生
は
、
平
成
二
年
四
月
か
ら

強

制
加
入
に

な
る
予
定
で

す
。

国
民

年
金
に

必
ず
加
入
し
な
け

頼
り
に
な
る
年
金
で
す
が

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
・：

老
後
や
万

一
の
と
き

、
一
番
頼

り
に
な

る
の

が
国

民
年
金
で

す
。

と
こ
ろ

が
、
保
険
料
の
納
め

忘

れ

が
あ

る
と

、
万

一
の
事
故
の

時
、

障
害
基
礎

年
金
や

遺
族
基

礎
年
金

な
ど
が
受
け
白
元

な
い
こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま

た
、
未
納
期
間
が
長
く

な
る

と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金

が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。明

日
の

保
障
の

た
め
に

も
、
必

ず
決
め
ら

れ
た

期
日

ま
で

に
、
保

険
料
を
ち
ん
と
納
め
る
ふ
つ
に

心
が
け
ま
し
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
は

保
険
料
免
除
の
申
請
を

国

民
年
金
に
は
、
ほ
か
の
制
度

に
は
み
ら
元

な
い
「
保
険
料
免
除
」

の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
自
営
業
者
な
ど

の

第
一
号
被
保
険
者
だ
け
の
制
度

で

す
。

病
気
・
入
院
・
失
業
・
営
業
不

振
な
ど
で

所
得
が
な
く
て
、
保
険

料
を
納
め

る
の

が
困
難
な
と
き
、

納
付

が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

す
。

こ
の

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は

、
申
請
が
必
要
で

す
。

申
請
が
認
め
ら

れ
る
と
、
そ
の

年
の

一
年
以
内
の

期
間
で

納
付
が

免
除

さ
れ
ま

す
。

ま
た
、
免
除

を
受
け

る
の
に

は
、

一
定
の

所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

六
十
三

年
度
分
の
所
得
申
告
が

ま

だ
の
人

は
、
大
至
急
市
民
税
課

へ

申
告
し
て
下

さ
い
。

免
除
を
受
け
た

保
険
料
は

追
納
し
ま
し
ょ
う

免
除
制

度
で

免
除
か
受

け

た
場

合

、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、

将

来
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け

る

と
き
、
そ
の

期
間
に
つ
い
て
の

年

金
受
給
額
は
三
分
の
一
に

な
っ
て

し

ま
い

ま
す
。

そ
こ
で

、
十

年
前
ま
で

さ
か
の

ぼ

っ
て
、
免
除

を
受
け
た

期
間
の

保
険
料
を
当

時
の

保
険
料
で

納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
こ

れ
を
「
追

納
」
と
い
い

ま
す
。

※
昭
和
六
十
一
年
四
月
以

降
の
免

除
期
間
の
保
険
料

を
、
三
ヵ
年

以
上
経
過
し
て
追
納

す
る
場
合

は
、
年
五
・
五
％
の

複
利

計
算

で

利
子
を
加
算
し

た
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

追
納
す
る
と
、
将
来
の

年
金
の

受
給
額
は
、
保
険
料
を
納
め

続
け

て
い

た
場
合
と
同
額
に

な
り

ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
の

あ
る
人

は
、
将
来
の
受
給
額
を
考
え
て

、

ぜ
ひ

追
納
す
る
ぶ
っ
に
心

が
け

ま

し

ょ
う
。

※
追
納
申
告
書
は
、
各
支

所
に
も

備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

保

険

料

の

納

付

は

便

利

な

口
座

振

替

で

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
預
金

巡回年金相談

れ

ば
い
け

な
い
人

は
、
三

種
類
に

分
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
別
表
Ｉ
）
。

そ

れ
で
は

、
具
体
的
に

い
く
つ

か
の

家
庭

を
例
に

と
っ
て

見
て

み

ま
し

ょ
う
。
例
１

～
４

を
参
照
し

て
下

さ
い

。
皆
さ
ん
は
第
何
号
被

保
険

者
に

な
っ
て
い

ま
す
か
？

口
座
振
替
で
自

動
的
に

納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

手
続
き
は

、
自

分
の

預
金
口
座

の
あ

る
市
内
の
金

融
機
関
へ
、
市

か
ら
送
付
さ
れ

た
国
民
年
金
の
納

付
書
・
預
金

通
帳

・
印
鑑

を
持
参

し
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い

。

今

年
度
か
ら

、
印

紙
税
法
が
改

正
さ
れ
て

、「
国
民

年
金
保
険
料
口

座
振
替
依
頼

書
」

に
つ
い
て

は
、

印

紙
を
張
る
必
要
が
な
く
な
り

ま

し

た
。

こ

れ
を
機
に

、
納
め
忘
れ
の
な

い
預

金
口
座
振
替
制
度
の
活
用
を

お
勧
め
し

ま
す
。

国民年金課では、毎 月、

各支所を巡回して、専門職

員による年 金相談を行って

います。お気軽にご利用下

さい。

1〉時間･‥午前10 時 ～ 午後３

時

【〉費用…無料

※左記以外の日には、市役

所国民年金課内で相談に

お答えし ます。

長足 フ月 ８月 9月

常 盤 平 - １日(火) １日廊

小　　 金 ７日田 ４日出 ５日(火)

小 金 原 11日(火) ８日(火) ８日圀

馬 橋 14日瀏 11日 刪 12日(火)

六 実 18日(火) 18日 廓 19日(火)

新 松 戸 21日廁 22日(火 22日 愬

矢 切 25日(火) 25日 瀏 26日(火)

東 部 28日圀 29日(火) 29日愬

国 民 年 金 給付 額

別表２

卜
昭和63年度 平成元年 度

年 額 月 額 年 額 月 額

老 齢基礎年金 627,200円 52,267 円 631,500 円 52,625 円

障害基礎年金

(１ 級)

(２ 級)

784,000円

627,200円

65,333 円

52,267 円

789,400 円

631,500円

65,783 円

52,625 円

遺族基礎年金

(子１人)

815,300円

| 基本

627,200円

加算
188,100円

67,942 円 820,900円

| 基本

631,500円

加算
189,400 円

68,408 円

国
民
年
金
給
付
額
が

改
正
さ
れ
ま
す

平
成
元

年
度
の

国
民
年
金
給
付

額
が
〇
・
七
％
ア
ッ
プ
さ
れ
、
別
表

２
の
と

お
り
改
正

さ
れ
る
予
定
で

す

。

さ
ら
に

十
月
に

も
改
正

が
予
定

さ
れ
て
い
て

、
改
正

額
に

つ
い
て

は
後
日
広

報
で

お
知
ら
せ

し
ま
す
。

マ

詳
細
＝
・
国

民
年
金
課

おめでとう結婚50周年

金婚夫婦にお祝い品を贈呈

l〉対象…昭和14 年 ９月１日～15 年 ８

月31 日の間に結婚し、夫婦 ともに

健在で市内に在住している人

※本人からの申請で贈呈しています。

皆さんのお知り合いで該当する人

がいたら、教えてあげて下さい。

E〉申込み･‥７月31 日（ 月）までに、八

ガキに夫婦の住所・氏名・電話番

号・結婚年 月日・町会名を記入し

て、〒271 松 戸 市本町14 － 2 松 戸

第一生命ビル内松戸市社会福祉協

、議会(S68-  0503番 ）へ

経営 ・融資 相談

E〉日時…７月19 日(水) 午前10 時

～午後４時

卜〉会場…市役所市民相談コーナー

E〉相談者…中小企業経営 コンサ

ルタント

E〉費用…無料

1〉詳細…商工課振興係

江戸 川堤防 に除草剤散 布

l〉期間…7 月６日( 木) ～15 日(土)

l〉場 所…下矢切小野良、小山外

畑～堤際、古ヶ崎１丁目～七

右衛門新田

※現地には看板で表示します。

l〉詳細…建設省江戸川工事事務

所松戸出張所≪43-3722 番

八柱市民センターの電話番号は88-3570 番です

ＮＴＴのテレホンガイド( ４月発行) のnl ページ中、八柱市民

センターの電話番号が誤って掲載されました。おわびして訂正させ

ていただきます。

1〉詳細‥･ＮＴＴ松戸支店登(局番なし) 116番

青
少
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室

2
8日
（
金

）

2
7日
（
木

）

2
6日
（
水
）

2
5日
（
火
）

７
月
2
4日
（
［
月
）

期
　
　

日

身
体
障
害
者
通
所

授
産
施
設
い
ぶ
き
の
広
場
の

見

学
・
ユ
ニ

ー
ク
ダ
ン
ス

・
閉
講
式

車
い

す
の

扱
い

方
・
福
祉
映
画

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
南
花
園
の
見
学

ミ
ニ
手
話
教
室

開

講
式

・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の

心
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
）

内
　
　
　
　
　
　
　
　

容

マ
時
間
・
・
牛

後
一
時
三
十
分
上

二

時
三
十
分

（
二
十
八
日
は
午
前

十
時
～
午
後
三
時
）

マ
会
場
・
・
市

社

会

福

祉

協

議
会

（
二
土
（

日
は
南
花
園
、
二
十

八
日
は
い
ぶ

き
の
広
場
）

マ
対
象
・
＝
市
内
在
住
の
中

・
高
校

生
▽
費
用
…
無

料

マ
定
員
…
先

着
三

十
人

▽
申
込
み
＝
・
七
月

十
日
（
月

）
ま
で

に
、
電

話
で

市
社
会
福
祉
協
議

会

啻
6
8－
0
5
0
3

番
へ

県
の
卓
越
し
た
技
能
者
の
表
彰

マ
対
象
・
＝
現
在
、
県
内
に

就
業
ま

た
は

事
業
所
を
営
な

人
で

、
県

内
の

業
界
で

第
一
人

者
と
目
さ

れ
て
い

る
人
。
ま
た
、
十
五
年

以
上
の

経
験
が
あ
り
、
満
三
十

五
歳
以

上
で

ほ
か
の

技
能
者
の

模
範
と
認
め
ら
れ

る
人

▽
推
薦
期

限
・・
七

月

三

十

一
日

（
月
）

マ
詳
細
・
・・
県
商
工
労
働

部
職
業
能

力
開
発
課
技
能
振

興
係
・
１
０
４

７

２
－
2
3－
2
7
5
4

番

平
成
元
年
度
市
町
村
振
興
宝
く
じ

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」
の
発
売

▽
予
約
申
込
み
＝
・
七

月

十

七

日

（
月
了

二
十
八
日
（
金
）
に

宝
く

じ
売
場
で
予
約
券
を
交
付
。

官
製
往
復
（

ガ
キ
で
の

申
し
込

み
は
、
同
期
間
内

（
最
終
日

消

印
有
効
）
に

、
〒

一
〇
〇

東
京

中
央
郵
便
局
留
置
第

一
勧
業
銀

行
宝
く
じ
部
へ

※
往
信
（

ガ

キ
の
表
面
に
は

、
あ

て

先
、
申
込

人
の
郵
便

番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
入
し

、
横
に

「
宝
く
じ
」
と
赤
色
で
書

き
四

角
で
囲

ん
で
下

さ
い
。
裏
面
に

は

、
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
」
と

だ
け

書
い
て
下
さ
い
。
返
信
（

ガ
キ
の
表
面
に
は
申
込
人
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
て
下

さ
い
。

※
予
約
券
・
（

ガ
キ

ー
枚
で
三
十

枚
ま
で

予
約
で
き
ま
す

。

マ

抽
せ
ん
・
・
九

月
二
十
二
日
（
金
）

▽
詳
細
三

財

）
千
葉
県
市
町
村
振

興
協
会
四
〇
４
７

２
－
2
2
1
8

4
4
3

番

婦

人

就

業

技

術

講

習

会

マ

期
日

＝
九

月
～
十
一
月

（
科
目

で

曜
日

が
異
な
り
ま
す
）
、
午

前
十
時
～
午
後
四
時

ヱ

謳

・
：
県
婦
人
就
業
援
助

セ
ン

ｊ

ｌ

マ
対
象
＝
・
技
術
や
資
格
を
身
に
つ

け
て

就
業
を

希
望
し
て
い

る
婦

人
▽
費
用
・
：
無
料
（
材

料
費
は
実
費
）

マ
内
容
＝
・
①
動
力
ミ
シ
ン
科

②
手

編
み

編
み

物
科
③
機
械
編
み
物

科
④
経
理

事
務
科
⑤
ワ
ー
ド

・

自 衛 官 等 募 集

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
科

▽
定
員
…

各
科
二

十
人

来
子
供

同
伴
で
の

受
講
は
で
き
ま

せ
ん
。

マ
申
込
み

＝・
七
月

十
日
（
月
了

十

四
日
（
金
）
の
間
に

、
本
人
が
印

鑑

・
四

十
一
円
（

ガ
キ
卆
痔

参

し
て

、
直
接
県
婦
人

就
業
援
助

セ
ン

タ
ー
（
千

葉
市
千
葉
港
四

上

二
県
経

営
者
会

館
三

階
｛
１
０

４

７
２
－
4
7－
8
5
4
1

番
｝

へ

募 集 種 目 資 格 受 付 期 間

男

子

２等
陸・海 ・空士

18歳以上
25歳 未満

年間を 通し て

一般
曹 候 補 学 生

高卒( 見込み)
21歳 末満

8/ 刎火卜9/18( 月)

航 空 学 生
高卒( 見込み)

20歳未 満

防衛
大 学 校 学 生

高卒( 見込み)
21歳末 満

10/20 月)～25圉

自 衛 隊 生 徒
中卒( 見込み)
17歳末 満

11/1  c水)～
２年１ ／５廊

女
子
２等
陸・海 ・空士

18歳以上
25歳未 満

９／１削～30(ﾆﾛ

※平成２年３月高校・中学卒業予定者については、文部・

労働両省から示さねた期日以降実施します。

|》詳細…総務部庶務課庶務係 または自衛隊松戸募

集案内所1565  ― 3978番

長寿のしるべ(赤い手帳)

を配布します

市役所アルバイト募集

1〉対 象…今年度中に満65 歳 を迎

える人、または65 歳以上で転

入・紛失により所持していな

い人

E〉配布場所…各老人福祉センタ

ー、小金･ 新松戸･ 馬 橋支所、

市役所ながいき課の各窓口

l〉詳細…ながいき課庶務係

C〉内容…税務台帳整理などの軽

易な事務作業

l〉対象…大学生および45歳まで

の女性

|》質金…時間給570円

1〉勤務期間…７月上旬から２ヵ

月程度の予定

1》詳細…人事課人事係

国民年金保養センター

利用補助券の交付

国民健康保険料

収納員（補欠者）募集

r〉対 象…国民年金の被保険者お

よび受給権者

1〉補助金額…500 円( 宿泊利用

者１人１泊１枚)

※補助券の枚数に制限がありま

す。早めに申し込みを

c〉申込み…ハガキに利用者個々

についての国民年金の記号番

号・住所・氏名・利用施設名

・利用年 月日を明記して、〒

260 －91 千 葉市市場町1 －1千

葉県社会部国民年金課内( 財)

千 葉県国民年金福祉協会( 容

0472-23-2382 番) へ

t〉募集期間…７月12日(水)まで

l〉対象…50歳までの心身ともに

健康で、収納業務に専念でき

る女性

に〉定員…若干名

※補欠者の募集です。現在の収

納員に欠員が生じたときに採

用となります。

|〉詳細…国民健康保険課保険料

収納係

税務職員募集

1〉対 象…昭和44年 ４月２日～47

年 ４月１日生まれの人

l〉試験日…10 月 １日( 日)

1〉申 込み…７月12 日(水) ま でに

東京国税局人事 第２課試験係

(〒100 千代 田区大手町1-3-3

大手 町合同庁舎3 号 館) へ

1》詳細…各税務署または東京国

税局人事第２課試験係容03 －

216 一6811 番

江戸川を守 る会松戸支部

新会員を募集

E〉内容…河川の浄化・自然愛護

の啓もう、江戸川に親しむ各種

行事の計画、江戸川クリーン

作戦などの協賛

l〉対象…市内在住の個人・市内

に所在する団体

l〉費用…普通会員1 囗1,000 円 、

賛助会員1囗2,000 円､特 別会員

IP  10,000円(い ずれも年額)

l〉申込み…7 月28 日( 金) までに、

電話で市役所公害課内江戸川

を守る会松戸支部へ

※先着20 人に オリジナルテレホ

ンカードを差し上げ ます。

生きがい福祉事業団会員募集

t〉対象…健康で働く意欲があり、自分の経験や能力を生かしたい

と思っている60 歳以上の未就業の人

C〉申込み…写真 と印鑑を持参して、午前９時～午後４時（二七曜日

は午後Ｏ時30 分 まで）の間に下表の各施設へ

地 区 名 受　付　場　所 受付日

松 戸 地 区 ながいき課 月 ～ 土

矢 切 地 区 矢切老人福祉センター

火 ～ 土東 部 地 区 東部老人福祉センター

馬 橋 地 区
馬橋市民センター

馬橋東市民センター 望～芹圧

常 盤 平 地 区 常盤平老人福祉センター

火 ～ 土小金・小金原地区 小金原老人福祉センター

新 松 戸 地 区 新松戸市民センター

五 香 六 実 地 区 生きがい福祉事業団 月 ～ 土

D・詳細…生きがい福祉事業団fi84-3191 番

通行量調査のアルバイト学生募集

E〉日時…７月30日(日)・31日(月)、午前８時～午後７時

l〉申込み…電話で松戸商工会議所364-3111 番へ

Ｑ

私
は
二
十

歳
か
ら
四

十
五

歳
ま
で
二
十

五
年
間
、
国
民
年

金
の

保
険
料
を
納
め
ま
し
た
。

も
う
や
め

た
い
の
で
す
が
い
い

で
し
ょ

う
か
。

Ａ
　

結
論
か
ら
い
い

ま
す
と
、

国
民

年
金
は

、
二
十
五
年
納
め

た
か
ら
と
い

っ
て

や
め
る
こ

と

は
で
き
ま
せ
ん

。
二
十
五
年
と

い
う
の
は

、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け

る
た
め
の

最
低
限
の

期
間

で
あ

り
、
そ
こ
で

や
め
て

よ
い

働ける今老後を考えるとき
2
5年
納
め
れ
ば

や
め
て
も
い
い
の
？

と
い

う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い

の
制
度
で
す

の
で

、
六
十
歳
に
な
る
ま
で
は

国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
は
、
国
民
の
大
切

な
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

将
来
の

受
給
額
も
違
っ
て
き

圭

Ｊ
の
で

、
四

十
年
間
完
納
を

め

ざ
し
て
下

さ
い

。

片
足
を
切
断
し
た
息
子
に

障
書
基
礎
年
金
は
？

Ｑ

大
学
生
の
息
子
が
オ
ー
ト

バ
イ
事
故
で
、
片
足
を
も
も
の

あ
た
り
か
ら
切
断
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
障
害
基
礎
年
金
は
で

る
の
で
し
よ
う
か
。

Ａ
　
息
子
さ
ん
は
、
障
害
を
持

っ
た
時
点
で
二
十
歳
未
満
で
し

ょ
う
か
。
二
十
歳
未
満
で
し
た

ら
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
年
金

課
に
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を

し
て
下
さ
い
。

二
十
歳
以
上
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
ら
、
本
人
が
任
意
で
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
問
題
で
す
。
加
入
し
て

い
て
、
保
険
料
を
最
近
の
一
年

間
、
ま
た
は
加
入
期
間
の
三
分

の
二
以
上
納
付
し
て
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
ら
、
年
金
課
へ

請
求
し
て
下
さ
い
。

加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
ま

た
は
加
入
し
て
い
る
け
ど
保
険

料
か
基

準
以
上
納
め
て
い
な
い

場
合
は
、
残
念
な
が
ら
障
害
基

礎
年
金
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
来
年
四
月
以
降
は
、
二
十
歳

以
上
の
大
学
生
も
強
制
加
入

に
な
る
予
定
で
す
。

Q

&

A
国民年金は確かな
明日を支えます

国
民
年
金
は
、
皆
　
　
　
　
ｙ

さ
ん
の
老
後
の
暮
ら
し
を

支
え
る
公
的
年
金
制
制
度
で
す
。

働
け
る
世
代
が
保
険
料
を
出

し
合
っ
て
、
お
年
寄
り
の
世
代

の
生
活
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
原
則
と
し
て

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

働
け
る
う
ち
に
、

備
え
を
万
全
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

夫＝厚生年金と第２号被保険者として

国民年金に加入。保険料は勤務先で給

料から天引き。妻＝第３号被保険者で

強制加入。保険料は、夫が加入の年金

制度全体で負担し、納付の必要はあり

ません。長男＝任意に加入できます。

長女＝第１号被保険者として強制
ｋ　加入。保険料は自分で納付。

夫は、国民年金に第１号被保険者とし

て加入。妻は、第３号被保険者から第

１号被保険者に種別変更。それぞれ保

険料を納付します。

※夫も妻も、国民年金の変更の届け出

が必要です。

夫は自営業なので第１号被保険者にな

ります。 妻は無職なので、やはり第１

号被保険者になり ます。 保険料はそれ

ぞれ納めます。　　　　　　　　　　　 ｊ

日本の会社に勤めている限り、海外へ

転勤しても国民年金は継続されます。

従って、夫はそのまま第２号被保険者

で、妻は第３号被保険者になります。

※家族で転勤した場合も同様です。

第１号被保険者が、海外へ居住した

Ｋ　　場合にはヽ任意加入です。



ａ 滲Ｄどｍ

歯
を
大
切
に

人工歯根天然歯

ED鑑登録証カード

印
鑑
登
録
と
は

、
個
人

が
持
っ

て

い
る
印
鑑
を

市
役
所
備
え

付
け

の
印
鑑
簿
に
登
録

す
る
こ
と
で

す
。

印
鑑
証
明
書
と
は

、
個
人

が
所

有
し
て
い

る
印
鑑

が
、
市
役
所
の

印
鑑
簿
に
登
録

さ
れ
て
い

る
印
影

と
間
違
い
な
い
こ
と
を

証
明

す
る

も
の
で
す
。

し
た
が

っ
て

、
市
役
所
と
し
て

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
財

産
を
守
る

た
め
、
特
に
慎

重
に
取
り

扱
っ
て

い
ま
す
の
で

、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

印

鑑

登

録

の

方

法
《
本

人

》

登
録
す
る
本
人
が
、
窓
口
で
印
鑑

登
録
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
原
則

人

工

歯

根

（
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）

歯
を
失
っ
て

い
く
状
態
を

年

齢

別
に

調
査
す
る
と
、
五
十
代

か
ら

急
激
に
多
く
な
り
、
六
十

代
で

は
十
六
本
失
い
、
七
十
代

で
は

二
十
一
本
と
な
り
ま
す
。

人

生
八
十
年
に
な

っ
た
現
在
、

六
十

歳
か
ら
の

二
十
年
間
は
、

顎
つ

き

入
れ
歯
の
人
生
と
な

っ

て
し

ま
い

ま
す
。
と
て

も
つ
ら

い
こ
と
で

す
。

歯
が
無
く
な
る
と
顎
の
骨
も

縮
小
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
次

第
に
あ
ま
り
食
物
を
噛
め
な
い

入
れ

歯
に

な
っ
て
い

き
ま
す
。

そ
こ
で

歯
の

抜
け
た
あ
と
に

人
工
の

歯
の
根
を
植

え
、
そ

の

上
に

歯
を
と
り
つ
け
る
方
法

が

研
究
さ
れ
、
治
療
に
使
わ
れ

つ

つ

あ
り
ま
す
。

顎
に

植
え
込
ひ

人
工
歯
根
の

材

質
に
は

、
チ

タ
ン
を
中
心
と

す
る
金
属
、
天
然
の
骨
を
形
成

す

る
（

イ

ド

ロ
キ

シ
ア

パ
タ

イ
ト

、
人
エ

サ
フ

ァ
イ
ア
を
用

い
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
何
十

種
類
と

あ
り
ま

す
。

し
か
し
、
最

大
の

問
題
は
生

体
の
異
物
排
除
反

応
で

す
。
数

年
で
抜
け
て
し

ま
っ
て

は
困
り

ま
す
。

研
究
が
進
み

、

適
応
力
の

あ

る
製
品

が
で
て
く

る
と
、
顎
つ

き
の
入
れ
歯
し
か
で

き
な
か

っ

た
人
に
、
丈
夫
な
顎

な
し
の
入

れ
歯
－
自
分
の
歯
の
よ
う
な
、

乳
歯

、
永
久
歯
に
つ

ぐ
第
三
の

歯
が
実
現
し
て

く
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
懸
命
の
研
究
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
松
戸
歯

科
医
師
会
）

で

す
。

窓
口
で

は
、
本
人
で
あ

る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
親
展
で
照
会

文
書
を
送
り
ま
す
。

申
請
さ
れ
た
人
は
、
回
答
書
と

登
録
を
受

け
よ
う
と
す

る
印
鑑
を

持
っ
て
手
続
き
を
す
る
と
、
登
録

完
了
と
な
り
ま
す
。

身
分
を
証
明
す
る
免
許

証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
（
有
効

期
限
内
の

も
の

）

な

ど
写

真
の

張

っ
て

あ

る

身
分

証
明
書

（
写
真
に
割
印
、

プ
レ
ス

な
ど
の
加
工
の
あ
る
も
の
）
を
持

っ
て

い
る
人
は
、
そ
の
場
で

登
録

が
で

き

ま
す
。

身
分
証
明
書
な
な
ど
を
持
っ
て
い

な
い
け
れ
ど
も
い
で
登
録
す
る

必
要
が
あ
今
人
は
、
市
内
で
印
鑑
登

録
を
し
て

い
る
人
に
、
登

録
印
鑑

（
実
印
）
を
持
っ
て
窓
口
に
一
緒
に

来
て

も
ら
い
、
そ
の
場
で

登
録
す

る
本
人
に
間
違
い
な
い
こ
と
を

保

証
し
て
も
ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

印
鑑

登
録
の
方
法
《
代

理
人
》

印
鑑
登
録
は
本
人
の
申
請
が
原

則
で
す
が
、
病
気
な
ど
で
ど
う
し

て
も
本
人
が
窓
口
に
来
ら
れ
な
い

場
合
に
限
り
、
代
理
人
申
請
を
受

け
付
け
し
ま
す
。

方
法
は
、
登
録
者
本
人
署
名
の

ｏ氏名、氏また は名以 外の事項が刻

まれているも の（職業、資格、屋

号、模 様など）

ｏゴム印その他の印鑑で変形しやす

いもの

ｏ大きさが 直径８ ｍ以下また は25m

以上､ 長さ10m 以 下のも の

ｏＥＤ影 が鮮明で ないも の（ 輪郭・印

影 が欠け てい るもの）

ｏ同じ世帯 内ですでに登録さ れてい

るもの

○その他（ 指輪、逆彫りなど ）

代
理
人
選
任
届

、
登
録
印

鑑
、
代

理
人
の
認
め
印
を
持
っ
て
窓
口
に

申
請
し
て
下

さ
い

。

そ
の
後

、
本
人
に
照

会
文
書
を

送
り
ま
す
。

郵
送
後
、
回
答
の
際
に

は
、
本

人

署
名
の

回
答

書
、
代
理
人
選
任

届

回

答
用
）
、
登
録
印
鑑
、
代
理

人
の

認
め
印

が
必
要
で

す
。

印
鑑

登
録
が
済
む
と
、
印
鑑
登

録

証
（
カ

ー
ド
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

印
鑑
登

録
に

必
要
な
費
用
は
、

一
件
に
つ
き

三
百
円
で

す
。

印

鑑

証

明

書

の

交

付

申

請

マ
本
人
が
申
請
す
る
場
合
・
・
・
交
付

申

請

書
に

記

載

し

、

カ

ー

ド

を

添

え

て

窓

口

に

出

し
て

下

さ

い

（
印
鑑

は

必
要

あ

り

ま

せ

ん

）
。

マ
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
・
・
本

人

の

場

合

と

同

様

で

す

が

、

代

理

人

の

認

め

印

が

必

要

で

す

（
委

任
状

等
は
必
要

あ
り

ま
せ
ん

）。

マ

費

用
二

通

二
百

円

マ

詳

細
・・
・
市

民

課

曾

営
曾
曾
曾

曾
営
曾
曾
曾
曾
曾

曾
曾
曾

営
営
営
曾
千

営
営
曾
曾
曾

曾
曾
曾
曾

ま
つ
ど
の
歴
史
2

6胤
吉
の
妻
桂
林
尼
と
慶
林
寺

現
存
す
る
月
菴
桂
林
尼
の
墓
石
は
、
享
保

十
五
年
（
一
七
三
〇
年
）
心
局
城
清
右
衛
門
清

胤
か
建
立
し
た
も
の
で
、
「
高
城
前
下
野
守

胤
辰
妻
（
母
）
月
菴
珪
琳
大
姉
と
あ
り
ま
す

が
、
胤
吉
の
間
違
い
で
す
。
ま
た
こ
の
頃
の

境
内
は
一
万
坪
で
し
た
が
、
明
治
十
二
年
寺

院
明
細
帳
で
は
千
三
百
坪
に
減
少
し
て
し

ま

い
ま
す
。

同
寺
に
は
ま
た
珍
し
い
天
正
十
二
年
（
一

五
八
四
年
）
の
墨
書
銘
の
あ
る
太
鼓
市
文
化

財
）
が
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
は
直
径
が
二
十

七
惣
で
、
金
属
製
釣
環
が
一
個
あ
り
、
張
り

皮
に
は
両
面
と
も
高
城
家
の
裏
家
紋
で
あ
る

三
ツ
巴
が
、
周
辺
部
に
は
モ
ミ
ジ
の
葉
な
ど

の
木
の
葉
模
様
が
共
に
う
る
し
で
描
か
れ
、

竹
製
の
鋲
で
皮
張
り
が
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

墨
書
銘
は
鼓
胴
内
側
に
「
金

風
早
庄

熊

耳
山
桂
林
禅
寺
住
持
　
大
岸
舜
達（
花
押
）」

とき
に
　
　
　
　
きの
え
さる

干
吐
大
正
十
二
甲
申
四
月
大
日
　
奉
寄

附
依
為
浅
野
対
馬
守
匠
手
巧
妙
為
末
者
也
」

と
あ
り
ま
す
。
浅
野
対
馬
守
が
ど
の
よ
う
な

人
物
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
太
鼓
の
使

用
目
的
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て

も
こ
の
よ
う
に
古
い
製
作
年
代
の
分
か
る
太

鼓
が
な
い
だ
け
に
貴
重
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

（
参
考
資
料
・
松
下
邦
夫
著
「
松
戸
の
歴

史
案
内
」）

高
城
胤

忠
（
下

野
守
）
の

没
後
す
ぐ
に
長
男

の
胤
広
（
越
前
守
）
が
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、

彼
も
ま
た
大
永
四
年
（
三
二
四
年
）
か
ら
上

す
さ
　
お
ゆ
み
　
　
ろ
う
じ
ょ
う

総
国
小
弓
城
に
籠

城
中
の

と
こ
ろ
を
、
同
七

年
に
攻
撃
し
て
き

た
足
利

義
明
軍
の

た
め
に
、

長
男
の
胤
正
と
共
に

討
ち
死
に
し
て

し
ま
い

圭

太

高
城
家
文
書
説
）
。

そ
し
て
胤
広
の
弟
胤
吉
下
野
守
）
が
跡
を

継
ぎ
、
大
谷
口
に
小
金
城
を
築
城
し
て
こ
れ

ま
で

以
上
に
大
き

な
勢
力
を
持
つ

ぷ

つ
に

な

皇
手
。
そ
の
胤
吉
の
妻
が
佐
倉
城
主
千
葉

昌

胤
の
妹
で
、
後
の
桂
林
尼
で
す

。

高
城
家
の
記
録
に
よ
公

子

と

、
昌

胤
は

っ
け
び
と
　
　
　

そ
う
さ
お
お
す
み

妹
の
た
め
に
附
人
と
し
て
匝
瑳
大
隅
守
三

百
疋
）
と
椎
名
虎
之
丞
同
）
を
派
遣
し
、
匝

瑳
に
は
小
金
の
南
側
を
、
椎
名
に
は
北
側
を

守

護
さ
せ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

胤

吉
は
、
一
説
に

よ
る
と
八
十
二
歳
と
い

う

高
齢
で

、
永
禄
八
年
（
一
五
六

五
年
）
二
月

十
二
日
に
死

亡
し

ま
す
。
現
在
発
見

さ
れ
て

い

る
胤
辰
の

古
文
書
に
は
、
前
年

永一
禄
七

年

の
吉
野
縫
殿
之
介
家
文
書
（
流
山
市
芝
崎
）
が

あ
り

ま
す
か
ら
、
実
際
に
は
家
督
は
死
亡
以

前
に
譲
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

感

応

妻
は
直
ち
に
髪
を
お
る
し
て
月
菴

尼
と

号
し

、
小
金
城
東
側
の
達
摩
堂
の
南

、

鹿

島
神
霊
の
脇
に

庵
を
建
立
し
て
こ
も
り

、

翌
三
月
十
二
日
に
大
往
生
を
逐
げ
ま
し
た
。

胤
辰
は
庵
の
位
置
に
曹
洞
宗
熊
耳
山
桂
林

禅
寺
を
建
立
し
て
、
亡
き
母
の
霊
を
な
ぐ
さ

め
ま

す
。
ま
た
寺
領
と
し
て
八
幡
郷
内
相
馬

（
？

）
に
二

百
石
を
給

し
、
奉
行
と
し
て
花

島

ｙ

Ｉ
Ｉ

勘
解

由
を
あ
て

た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

が
天

正
十
九

年
家
康
の

御
朱
印
十
石
と
結

び
付
く

の
で
し

ょ
う
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
ど
こ

に
あ
た

る
の

か
分
か

り
ま
せ
ん
。

な
お

、
桂
林
寺
の

寺
号
が
慶
林
寺
と
な

る

の
は
、
こ
の
朱
印
状
を
受
領
し
て
か
ら
の
こ

と
で

す
（
朱
印

状
記
載
寺
名
に
合
わ
せ
ま
す
）
。

慶林寺にある桂林尼の墓石

自主性を大切に
マイスク

ール
市
立

第
四
中
学
校

マ
所
在
地
＝
・
五
香
六
実

匸
一
云
8
7

－
5
3
1
1

番
・
畔
蒜

忠
雄
校

長

マ
生
徒
数
＝
九

七
〇
人

ナイス　シュート ／

「
自
主
の
門

」
。
こ

れ
は
第
四

中
学
校
の
校

歌
に

あ
る
言
葉
で

す

が

、
こ
の

言
葉
ど
お
り
生
徒
全
員

が
自

主
的
に

活
動
し
て
い

ま
す
。

年
二

回
の

生
徒
総
会
で
は

一
人

ひ

と
り
が
総
会
に
参
加
し
、
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
す
。
部
活
動

で

も
自
分
か
ら
積
極
的
に
と
り
組

み
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
優
勝
を
筆
頭

に

す
ば
ら
し
い

成
績
を
収
め
て
い

ま
す
。
こ

れ
も
ま
さ
に
自
主
活
動

の
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
の

一
人
ひ

と
り
の
自
主
活
動

を
陰
か
ら
支
え
て
く
れ
て
い
る
先

生

方
を
、

僕
た
ち
は
良
き
ア

ド
バ

イ

ザ
ー
と
し
て

と
て

も
信
頼
し
て

い

ま
す
。

「
自
主
と
責
任
」
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
楽
し
く
生
活
し
て
い

く

の

が
、
僕
た
ち
四
中
生
の
こ

れ
か

ら
の
課
題
で
す
。

（
三
年

鈴
木
喜
之

）

あ
な
た
の
財
産
を
守
る
印
鑑
登
録

べんりな豆知識

第７０９号

印鑑登録のできる人

1 松戸 市に住民票（ 外国人 登録） があ

り 、恬歳以上で 禁治産 者でない人

登録できない印鑑
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練習に熱がはいります

サ
ー
ク
ル

毎
週

木
曜
日

、
午
前
十
時

ご
ろ
に

な
る
と
、
市
民
会
館
の
三
〇
一
号
室

か
ら
美
し
い

ギ
タ
ー
の
調
べ
が
聞
こ

え
て

き
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
ギ
タ
ー
研
究
会
の
皆

さ

ん
が
練
習
に
励
ん
で

い
る
の
で
す
。

現
在
、
会
員
は
約
三
十
人
。
昭

和

五
十
八
年
に
、
女
性
の
た
め
の

ギ
タ

ー
教
室
と
し
て

発
足
し
た
た
め
も
あ

っ
て

、
会
員
の
多
く
を
主
婦
が
占
め

て
い

ま
す
。

ギ
タ
ー
を
弾
く
の
は
難
し
い
け

れ

ど
、
ひ
と
り
で
も
、
大
勢
で
も
気
軽
に

楽
し

め
る
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ

る
と

か
。ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
ま

で

幅
広
く
取
り
組
ん
で
い

る
の
で

、

興
味
の
あ
る
人
は
大
歓
迎
だ
そ
う
で

す
。

マ
詳
細
・
＝
佐
堡

‘
4
3
－
8
0
8
5

番

ス
ペ
イ
ン
ギ
タ
ー
研
究
会

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

平成元年７月５日

市民会館
市民劇場

市 民 会 館

期 日 内 容 開演時間

7/9(日)
民謡宏有会創立20周年記念
大会

10 : 〔)0

侭土）
松戸カツ パ友の会人形 劇 ☆

｢アラビアンナイト･アリババ｣
14 : 00

侭日）
みのり台混声合唱団
第２回定期演奏会　　　☆

14 : 00

22(土) モダンバレー合同発表会 IZ:00

23(日) 松戸市合唱連盟交歓会 13 : O(〕

25(火)
松戸親と子のよい映画を見

る会｢火の雨がふる｣ほか☆

１０ ： ００

１２ ： ３０

１４ 二40

18 : 40

29(土)
松戸市音楽協会創立10周年
記念コンサート

18 二30

30(日)
松戸邦舞共会

古典芸能発表会
13 : 00

8/1 (火)
ミュージカル

「王子と乞食」☆

11 : 30

14 : 30

４愬
夏休み親子まんが映画会 ☆

｢さるのおしりはなぜ赤い｣ほか

10 : 00

13 : 00

５(土)
平和朗読劇
｢この子たちの夏｣

16:O(〕

市 民 劇 場

期 日 内 容 開演時間

7/81土) ピアノ・コンサート ワ:00

９日 児童合唱団定期演奏会 15:00

12困 ロック・コンサート 16:30

13困 劇団ポコポニ公演 19:00

14固 バリトン・リサイタル　☆ 18 : 30

15(二t二)

ピアノ発表会

15:30

恨日） 10:00

18(火) 16:00

21固 声楽発表会 18 : 00

22巴 ピアノ発表会 13:30

25(火)ピアノ･エレクトーン発表会 11 :00

26圉 バイオリン発表会 15:00

2Z(木)ピアノ・ビクトロン定期演奏会
10:00

28愬 ピアノ・エレクトーン練習
発表会

13 : 00

29出 クラシックバレエサークル発表会
17:00

30国 ピアノ発表会 10:30

※市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

E〉詳細…市民会館£568 ― 1237～8番 、市民劇場登68 －0070 番

ハイこちら内線600番

まちの話 題をお知 らせ下 さい。

松戸馬橋高校が初優勝

今度で３回目を迎える松戸市高等学校親善野球大会が、今年も９校が参加

して行われました。

６月15日(木)の県民の日には、午後から運動公園野球場で決勝戦が始まり、

松戸馬橋高校が松戸東高校を８対３で破って初優勝を飾りました。

試合は、初回、２回に１点ずつ入れた馬橋高校がリード。７回にはホーム

ランによる1 点、８回にも大量５点を追加し、９回の東高校の反撃を３点に

抑えて馬橋高校が快勝しました。

７月13日から始まる夏の甲子園大会県予選での市内高校勢の活躍が期待さ

れます。

野
球
部
で
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

し
て
い

ま
す
。

今
日
の

試
合
は
安
心
し
て
見

て
い

ら
れ
ま
し
た
。

十
三

日
か
ら
始
ま

る
甲
子

園

の
予
選
で
も
、
今
日
み

た
い

に

頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

松
戸
馬
橋
高
校

三
年

江
島

史
子
で

三
年

手
島

美
奈
で

松戸俳句会

l〉日 時…毎月第２日曜日、午後１

時から

|》会場…市民会館２階

【〉費用… 月500 円( 入会金なし)

r〉詳細… 山本登42 －0139 番

松柏吟道会(詩吟)

E〉日時…①毎週水曜日､午後6時30

分～８時30分②毎月第２・第４

日曜日、午後１時～３時

l〉会場…稔台駅前ビル２階

l〉費用…①月2,700円②月1,700円

( その他実費､人会金な凵

C〉詳細…稲本067 ―2661番

六実健康サークル

l〉日 時…毎週木曜日、午前10 時--｡

正午

E〉会場…六実市民センターホール

E〉費用…年3,000 円( 入会金な凵

l〉詳細…丸田容84 －0069 番

編物サークル

【〉日時…①毎週火曜日②毎週金曜

日、午前10 時 ～正午

【〉会場…①小金原市民センター②

常盤平市民センター

l〉費用…月3,500 円(入会金3,500 円、

材料費別)

l〉詳細…安達酋43 －6898 番

はだしの会( 文章勉強会)

l〉日 時…毎 月第１火曜日、午前10

時～午後２時

l〉会場…婦 人会館

l〉費用…月750 円( 入会金なし)

【〉詳細･‥渡辺042 ―8583 番

緑 樹会( 美 術)

l〉日時…毎週水曜日､ 午後6 時30 分

か ら

り〉会場…市民会館301 号 室

E〉費用… 月2,500 円( 入会金3,000円)

I》詳 細…増田≫65 ―6586 番

茶道睦会(裏千家)

【〉日時…毎 月第１～第３火曜日、

午前10 時～午後２時

r〉会場･･一六実市民センター茶室

【〉費用…月3,000 円(入会金1,000 円)

t〉詳 細…滝口容87 ―4072 番

松戸 市民劇団

【〉日時…毎週土曜日・日曜日、午

後７時から

E〉会場… 八柱駅そばの島本ビル４

階｢ 劇舎( しばいや)｣

l〉費 用… 月3,000 円( 入会金なし、

学割あり、ほかに必要経費)

l〉詳細…松戸市民劇団登89-4646 番

民謡初心者教室

E＞日 時…毎週日曜日、午前10 時～

正午

l〉会場…矢切公民館４階ホール

r〉定員…30 人

t〉費用… 月1,000 円( 人会金な 凵

l〉詳細…矢切公民館fi68 ―1241 内

線44 番

目指せ甲子園

サークル会員募集

催し物

｜

１

｜
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親子映画上映会

t〉日時…７月25日(火)の午前10

時、午後12時30分・２時40分

・６時40分からの４回

E〉会場･‥市民会館ホール

D〉費用…600円

E〉詳細…松戸親と子のよい映画

を見る会・中野084 ―2046番

ともしび読書会

l〉日時…７月27日(木)午前10時

～正午

【〉会場…婦人会館

l〉テキスト…深沢七郎著｢ 楢山

節考｣

1〉費用…500円

l〉申込み…電話で笠原≪87 ―23

16番へ

のぞみ学園

作品展示即売会

E〉日 時…７月13日(木) ・14 日(金)

午前９時～午後４時30 分

D〉会場…総合福祉会館1 階ロビー

E〉内容…陶芸・縫製・木彫など

約400 点

E〉詳細…のぞみ学園容68 ―1241

内線38 番

市民バドミントン大会

(ダブルス)

じ〉日時…７月23 日( 日)午前９時

～午後５時

l〉会場…小金原体育館

l〉対象…市内在住・在勤・在学

の人

1〉種目 …男子１～４部・女子１

～４部

【〉費用…１ 人1,200 円､協 会未登

録者１人1,500 円

1〉申込み… ７月14 日(金) までに

ハガキに クラブ名を記入し、

〒270 松 戸市中和倉304 バド

ミントン協会･長 谷川俊夫(S

41 ―7925 番) へ

卓球教室

l〉日 時…７月９日・16 日の各日

曜日、午後２,時 ～４時

l〉会場…八ヶ崎小学校体育館

l〉対象…一般市民

【〉費用…無料

【〉申込み… 当日会場で

E〉詳細…体育指導委員・小暮昔

41－2098 番

卓 球教 室

D〉日時… ７月９日～23 日の各日

曜日午後１時～３時

E〉会場…新松戸西小学校体育館

【〉対象…一般市民

E〉費用…無料

E〉特ち物…ラケット

E〉申込み‥･当日会場で

じ〉詳細…体育指導委員・木村昔

41-8579 番

夏休み陶芸一日教室

l〉日 時… ７月21日(金卜31 日(月)、

午前の部＝午前９時30 分 ～11

時30 分、 午後の部＝午後２時

～４時(都 合の良い日１回)

E〉会場…陶松( 国保松戸市立病

院裏)

E〉費用…500 円( 陶 土・焼代別)

【〉申込み…電話で縄文土器 を作

る会・小堀fi68 ―7726 番 へ

喜楽家サマーキャンプ

参加ボランティア募集

|〉期日‥･8 月５日(土)～ ７日(月)

２泊３日

に〉場所…殿山公園(新 作３丁目)

l〉対象…障害者と親ぼく交流を

図リながらキャンプ生活をし

ようと思う人

【〉費用…2,000 円( 高 校生 以下

1,000 円)

※金銭・物品のカンパ，そのほ

かのお手伝いも受け付けますO

C〉申込み…電話で喜楽家登44 －

9951 番( 月曜日を除く午前９

時～午後５時) へ

松戸市民水泳大会兼

県民大会選手選考会

c〉日時…７月30日(日)午前９時

開会、９時30分競技開始

c〉会場…中央公園プール

r〉対象…市内在住・在勤・在学

の人

※１人２種目以内( ただし、リ

レーを除く)｡健康状態が不良

の人は出場できません。

l〉費用…１人300円

l〉申込み…７月15日(土)・16日

( 日)の午後５時～６時に参加

料を添えて直接中央公園プー

ルヘ

E〉詳細…社会体育課指導係

療育相談の

おすすめ

E＞日 時… ７月13 日( 木)午 後１時

～１時30分 の間に受け付け

l〉会場…松戸保健所

E〉対象…乳児の股関節脱臼検診

未受 診者や整形外科的な心配

のある18 歳未満の人

※乳幼児の人は母子手帳を必ず

お持ち下さい。

E〉申込み…電話で松戸保健所保

健指導課S61 ―2121 番 へ

三歳児健康診査票

未返送の人は至急返送を

昭和61 年 １月１日～４月30 日

に生まれた幼児には、すでに三

歳児健康 診査票を発送してあり

ますが、未返送の人は至急返送

して下さい。

【〉詳細…松戸保健所三歳児健診

係≫61 ―2121 番

みのり台混声合唱団

第２回定期演奏会

C〉日 時… ７月16 日( 日)午 後２時

開演

C〉会場…市民会館ホール

l〉曲目…モーツァルト｢ ミサ・

ブレ イヴィス｣ ほ か

l〉費用… 入場料500 円

l〉詳細… 木野本音67－6359 番

一 中吹奏 楽研 究部

定 期演 奏会

C〉日時…７月20 日(木) 午 後４時

から

り〉会場…市民会館ホール

E〉曲目…｢ 展覧会の絵｣ ほか

【〉詳細…第一中学校・速見昔63

―4171 番

テーブルマジック発表会

C〉日時…７月23日(日)午後２時

～４時

C〉会場…婦人会館ホール

【〉費用…300円

l〉詳細…松戸奇術会・岩田昔62

―2715番

ａ 滲こ)ど(ｏ

映画 とゲ ーム

E〉日時…７月16 日( 日)午 後１時

～３時

E〉会場…小金北市民センター ホ

ール

r＞内容‥映画｢ お 父さんの宝島｣

とゲーム大会( ゲーム指導･ 小

金虫サークル)

D〉対象…小学生以上130 人(先 着

順)

l〉詳細…青少年相談員小金北支

部・吉岡S43 ―7218 番

松 戸こ ども劇場例 会

屬
午後６時30
分がら

人形劇団フー
グによる人形
劇
｢怪じゆうが
町こやってき

た｣

８
(土)

午後２時30
分からと
午後６時か
らの２回

21

(金)
午後６時30
分から

劇団青芸|こよ
る舞台劇
｢青年の川｣

D〉詳細…子ども劇場中央事務所

Q86 ―9154番

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

ほけんえいせい

子宮がん集団検診

期　日 会　　　　 楊

ｱ/19團 六実市民センタ ー別館

20困 衛 生 会 館

21圀 常 盤 平 市民 セ ン タ ー

24(月) 健 康 増 進 セ ン タ ー

25 M 小 金 原 市民 セ ンタ ー

26困 新 松 戸 市民 セ ンタ ー

27内 東 部 スポ ー ツ パ ーク

28固 常 盤 平 市民 セ ン タ ー

29出
衛 生 会 館

310

※お近くの会場をご利用下さい。

l〉対象…市内在住で30 歳以上の

女性( 今 年度、市内受託医療

機関で受診した人は、受け ら

れません)

l〉内容…検診車による集団方式

の頸部がん細胞診( 必要な人

に限り、体部がん細胞診)

※ スラックスの着用はさける。

３日前から膣の洗じょうはさ

ける。

生理中・妊娠中でも可能

E〉費用…頸部がん検診、体部が

ん検診 とも400 円( 生 活保護

・市民税非課税世帯、老人医

療対 象の人は無料)

【〉申込み…当日の午前９時30分

～10 時 に直接会場で

C〉詳細…健康管理課業務係

国保松戸市立病院

子供の夏期眼科検査は予約制

l〉期間…７月17 日(月) ～ ９月２

日(土)

l〉内容…幼児( ３歳以上) 、小

・中学生 の視力、斜視､ 弱視、

屈折異常( 遠視・近視・乱視)

な どの検査

l≫予約受付…７月５日(水) か ら、

眼科 外来で電話でのみ受け付

けます( 先 着順)。

r〉受付時間…午後２時～４時(土

一日曜日は除く)

l〉詳細…国保松戸市立病院眼科

外来:≪63 ―2171 内 線1134 番

愛 の献血とレントゲン検査

期日 会 場 時 間 主 催 肪し

7/6
困
六実市民セ
ンター別館

午前10時

S

11時

健康づくり
グループ
｢六実｣

無

７

應
小 金
市民

セン タ ー
ﾉﾉ

「ＫＴＫ」
荀

11
関
馬 橇 市民
セン タ ー
詰 び

3時

ﾉﾉ

「歩」

16
(日)
伊 勢 丹
松戸 店 前 午前10時

Ｓ

午後４時

松戸ライオ
ンズクラブ

無
17
梶）
Ｊ　　 Ｒ
松戸駅東口

松戸市

19
困
小金原市民
セン タ ー

午前10時
～11時
健康づくりグループ｢小金原｣

有

20
困
西 友
常盤平店前二 刀

｢円･さわやか｣
無

※レント ゲン検査は15歳以上の市民が対

象です。 40歳以上で必要な人にかぎり男

痩細胞診(400円)が受けられます。

救 急 医 療 体 制　　 健康 保 険証 を忘 れ ず に ／

◆夜間急病診療所(毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　S68-3756 番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　登66-0010番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時~午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　 昔6H Ⅲ 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～1 塒 衛生会館内O65-3430 番

夏休み子供歴史教室

1〉日 時…７月24日(月)･25 日(火)

の午前10 時 ～午後４時

p〉会場…新松戸郷土資料館( 新

松戸支所３階)

E〉内容…24 日＝お米のできるま

で、25 日＝水車を踏もう

l〉対象…市内小学４年～６年生

|〉定員…先着30 人

|〉費用…無料

E〉申込み…７月９日(日) までに

電話で( 財)新 松戸郷土資料館

登44 一1909 番( 水～日曜日、

午前10時 ～午後４時) へ

松戸史談会七福神めぐり

(金ヶ作から殿平賀まで)

C〉日時…７月７日(金) 午前10 時

常 盤平駅北口集合(雨 天中止･

弁 当持参)

l〉費用…300 円( 資料配布)

C〉コース…常盤平駅一祖光院(え

びす･ 大黒天) 一金谷寺( 毘沙

門天) 一福昌寺( 布 袋尊) 一

常真寺( 福 禄寿) 一 広徳寺( 弁

財天) 一 慶林寺( 寿 老尊) 一

北小金駅

E〉詳細…神尾≪41 ―2458 番( 午

後のみ)

ツベルクリン反応検査・

ＢＣＧ予防接種

I〉申し 込みをする人…ＢＣＧ接

種当日４歳未満で、ＢＣＧを

一度も受けていないで、ツペ

ルクリン・ＢＣＧの問診票を

持っていない人

E〉申し 込まなくてもよい人…昭

和63年10 月１ 日～平成元年 ３

月31 日に生 まれ、 ６月末まで

に住民登録をしている人には、

申し込みをしなくても７月中

旬に通知します。

※以前のツベル クリン・B  C G

の問 診票を持っている人は、

それを利用して受けて下さい。

平成元年４月１日～９月30 日

生 まれの人には、２年の１月

下旬に通知します。

※車での来場は控えて下さい。

申し込み要領

日 程 表

会　　　 場 ツベル
クリン
判 定
BCG
時間

衛　 生　 会　 館 8/2朗）8/3肺

午

後
１
時

15

分
Ｓ

２

時

30
分

五香市民センター 8/8R) 8/1肺

松飛台市民センター 8/21R 8/23團

小金北市民センター 7/310 8/2 伽

東部市民センター 8/1 W 8/3 附

馬橋東市民センター7/31回 8/200

健康増進センター 8/7回 8/9 伽

常盤平市民センター 8/2團 8/4 缶

明 市民 セ ンタ ー 8/1㈲ 8/3 困

古ヶ崎市民センター 8/22㈲ 8/24困

稔台市民センター 8/8詢 8/1訥

小金原市民センター ｱ/2肺 7/2腟

新松戸市民センター 8/22M 8/24'困

小 金市民センター 8/29吹）8/31W

常盤平市民センター 8/29W 8/31困

馬橋市民センター 7/25㈲ 7/27附

六実市民センター別館 7/2餘 7/28廊

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 8/21側 8/23凶

C〉詳細…保健衛生課予防衛生係

おし

らせ

もよおしもの

l〉詳細…健康管理課業務係

7 月は愛の血液助け合い運動月間です

種別 期日 時 間 内 容 費 用

※
子
ど
も
劇
場
会
員
は
別
額

（

４

歳
～

小

４
・
大

Ａ

低

学

年

邵

（

小

４
～

大

人

）

高

学

年

部
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